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得た。その作業仮説を検証するために、まず平滑筋特異的なアクチン(smooth muscle specific actin; 
















細胞内の actomyosin の filament が収縮力を発揮する際には、ATPase である myosin がリン酸化
されるプロセスが必須である。リン酸化 myosin を特異的に認識する抗体を用いて、SM-actin の
場合と同様に免疫組織化学的手法と共焦点レーザー顕微鏡による観察を組み合わせて検証した結
果、SM-actin に関する観察結果を支持する結果が得られた。即ち、リン酸化 myosin も同様のパ
ターンで分布するので、平滑筋は配向しながら収縮力を発揮することで、腸管の巻きの形態形成を
行うとの考えが支持された。 
  次に薬理学的な手法を生きた幼生全体(wholemount 幼生)に適用することで、腸管の形態形成





は、S 体と R 体の 2 つの鏡像異性体がある。哺乳類の actomyosin の収縮は、S 体のみで阻害され
ることが知られている。2 つの鏡像異性体のそれぞれを用いて初期幼生を浸漬飼養したところ、S
体のみが巻きの形態形成の減弱効果を示した。従って、Blebbistatin の特異的な効果はツメガエル















  ツメガエルの体液浸透圧を考慮して哺乳類用の炭酸ガス非依存培地を 70%の濃度に希釈し、腹
腔内で腸管がその他の組織領域と明瞭に剥離する発生段階 41 の個体から腸管を切り出して、上記
培養液中で気相下で培養した。発生段階 41 は腸管は未だ巻きの形態形成を示す前の発生段階であ





  この有用な新規開発の培養系を用いて、上述の myosin II ATPase 阻害剤である Blebbistatin
や、フィラメント状アクチン(F-actin)のネットワーク形成を阻害する CK-666、myosin light-chain 
kinase(MLCK)阻害剤の ML-9、筋収縮を正に制御する細胞内カルシウム結合分子 calmodulin 
(CaM)の antagonist であり CaM kinase ひいては MLCK の阻害剤となる W-7 の 4 つの薬剤を投










されることが判った。Wnt 経路阻害剤のひとつである cardionogen-1 の投与下での培養でも、腸
管の巻きの形態形成は抑制された。 
  以上の結果を総合して、無尾目両生類の腸管の巻きの形態形成には、腸管平滑筋が高度に時空
間的に制御された形で秩序だって配向しつつ、その細胞内の SM-actin を含んだ actomyosin の収
縮力を発揮することが必要であることが強く示唆された。また、腸管の巻きの形態形成は少なくと





















アに in vitro で立証できたことは予想外の成果であり素晴らしい。  






薫氏は、本博士論文の内容について、Elsevier 社の学術雑誌 Zoology に第一著者として英語論文を
出版した。 
  以上の論文審査結果から、本博士論文の執筆者である秋永薫氏が精深な学識と高度な研究能力
を十分に備えていることを審査員全員が認め、合格と認定した。 
